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収穫適期の指標確立のためには．樹上の果実を破壊

しないで．だれでも容易に判定できる方法が望ましい

という観点から．果実形質の中でも有力と思われる果

色を中心に検討を行った。無袋ゴールデソは成熟中に

果皮が緑色から黄色まで明確に変化することが特長的

で．かつそれは．マンセル・カラーチャートによりほ

は確実に把握することができた。一方，糖度やリソゴ

酸．硬度と成熟時の相関で．それぞれr＝＝0．88，－0．°4，

－0．72の明らかに有意な相関関係が認められた。

貯蔵中においては．鮮度及びうまさの保持と貯蔵障

害の発生が問題である。鮮度を果肉硬度と食味評価で

みると，果色よりは収穫時期と果実の大きさの影響が

強く，また．うまさと貯蔵障害は特に黒色と関係の高

いことが重相関による分析で明らかであった。

以上の結果から．ゴールデンの成熟時及び貯蔵中の

品質変化が明らかにされた。少しでもゴールデソの欠

点をなくすためには，販売時期に合った収穫適期が決

定されなければならない。長期的には満開後日数で，

成熟期の判定には果実の大きさを考慮した上で，果色

による判定が可能である。第2表にこれを示した。

第2表　ゴールデソデリシャス（無袋）の収穫適期の判定基準

販　 売　時　期
収 穫 適 期 の 判 定 基 準 収 穫 時 の 果 実 形 質

栗　　　 色 満 開 後 日 数 暦　　 日 硬　　 度 糖　 度 酸　 度

即 時 販 売

（1 0． 1 1月）

7 5 Y～ 5 Y
（黄 色 ）

1 7 0　士　 5 1口／う7 士 5

ポンド

1 2

　　 卓

1 4 ～ 1 5

　 喀

0．5 0

短 期 貯 蔵

（1 2． 1月）

1 0 Y～7 5 Y
（緑黄～黄色 ）

1 6 5　士　 5 1∽ 2 ± 5 1 5 ′〉1 4 1 5 ～ 1 4 0．5 5

長 期 貯 蔵

（2．5月）
2．5 G Y′・一1 8 Y
（黄緑～緑黄色）

1 5 5～1 8 0士5 1qハ2 士 5 1 5 l 1 5 0．6 0

果色は同一時期でも樹勢により，また気象条件によ　　　しかし，多くの地域で，ゴールデソ無袋果実の収穫

って異なる。この場合の果色と果実内成分．成熟との　　適期に．この栗色が適用しうるものと考えられる0こ

関係が，この報告と同一関係にあるかは明らかでない。　のためのカラーチャートも一部作製し検討中である。

わい性台リ　ンゴの実態調査

仕立法における果実収量と品質

神　　昭三・佐々木幸夫・伊藤　明治
藤根　勝栄・能瀬　拓夫・小坂　富男

（岩手県園芸試験場）

1　ま　え　が　き

従来のリソゴは育成期間長く，また成木に逢した樹

も大きさの割に収量が伴わないなど，いわゆる生産性

が高いものでない。この点わい性台リン′ゴは5～4年

で結実し，また樹が小さい点から，管理が容易なうえ．

密柏ができるので早期多収ができるなど．生産性が高

く．また作業の能率化ができることなどから従来のリ

ソゴに代わってわい性リソゴの植栽が盛んになってき

ている。一部には大規模な18haのわい化モデル園地

など全国に先がけて植栽されており，早急にこれらの

栽培技術を確立してゆかねばならないが．基礎資料を

得るため，わい性樹の樹体の調査を行ったが，このう

ち2～5の調査結果について報告する。

2　試　験　方　法

1　供試材料（第1表）

M9．MMlOd．マルバ台の7年生ふじについて，第1

蓑による樹について調査を行った。

1樹の樹冠部を0．125諺に区画し，地表からD～50

の乃を1段．50～100（職を2段と．以下50mごとに

区分し，調査した。
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第1表

品 種 台 木 栽　 植　 様　 式 樹 令 樹 高
樹　　 冠 交　 叉　 度 葉面 積

指 数

主 幹 よ り 発 出

して い る成 り枝

長 さ 惜 北 側 南 側 4年桔 以上 5－ 2 年枝

ふ

じ

旭 9
d X 2．5 m 水 平

′くル メ ッ ト4 段 仕立
7

7れ

5．0 0

IIl

2．7

Iれ

2．8

串

8 5．8

多

5 5．° 2．0 5 8． 1 2．

M M lO d d X 5m 主　 幹　 型 7 5．8 5 4．2 5．5 5 （5．7 5 8．5 2．0 5 1 5． 鼠

マル バ 1 0 ×5刑 変 則 主 幹 塑 7 4．5 0 4．9 4．7 － － 2．5 0 1 1． －

5　試験結果及び考察

結果は第2，5表に示す。

1　果実の着色はM9，7ルバの1m以下の不良が目

立った。特にM9は水平パルメット4段仕立で隣樹の

交叉度が大きいためであった。M9では上段．MMlOd

は平均して着色が良好であった。

第2表　果実収量と樹容積

2　果実着色と糖は，濃赤色100～40帝がM9では

45．5多で平均糖度（BX）15．7，MlHDdは74．7帝で平

均糖度15．0，マルバは474多で15．7で．着色程度が

低くなるにつれ糖度も低下する相関が認められた。

MMlOdは着色率は高いが，糖度は低く現れたのは過着

果の影響と考えられた。

ム
仁：l

木

段

果　 実 収 量 着

色

指

樹

容

積

葉

枚

葉　 垂 （の 莫

面

積

葉 枚 数

／

個 数

葉 枚 数＊

一蔚 妄 忘

収 量 ¢め

葉 面 積

慧

個 数
重 量 平 均 ＿

生 乾
¢め 垂 （タ） 数 （撼） 数 （〝り （め （頑 （の

M

5 1 9 4 ．4 5 2 5 5 9 5 ．4 1．5 7 1，0 4 8 4 2 2 1 9 0 1，8 19 5 5 7 8 5 2 ．7 5 1 0．4

4 5 2 7 0 2 2 19 8 0 ．4 2 ．2 5 1，5 1 1 d 2 5 2 0 4 2 ，4 7 9 4 7 7 7 0 2 ．8 5 1 1．2

5 5 8 ス7 6 2 1 5 8 7 0 2 ．°2 2，°2 8 1，1 2 0 5 8 5 4 ．8 7 4 7 2 1，1 1 9 1．5 9 8．9

9 2 4 5 8 ．9 4 1 9 8 4 5 ．4 5．8 7 5 ．8 5 7 1，5 55 4 5 5 6 ．5 4d 8 〕 1，2 9 5 1．28 8．°

1 2 8 5 ，0 8 1 9 5 4 0 ．0 2 ．0 0 8 0 ° 5 5 8 1 1 0 1．7 2 4 5 1 8 0 2 2 ．9 4 1 5 ．0

計 15 8 5 5 ．1 4 2 0 9 8 1．9 1 2 ．1 2 見d 2 8 5 ，5 5 9 1．5 2 7 1 1 2 4 2 d O 9 9 占 1．9 2 9 8

M

7 1 0 ．1 9 1 90 10 0 ．0 1．5 0 d 7 （～ 5 8 9 1 4 8 1．5 5 0 8 7 8 4 5 0 0．4 5 0 ．4

d 10 2 ．5 1 25 1 9 5 ．0 2 ．75 乙5 5 8 6 95 5 8 1 5 ，8 5 2 2 5 5 8 8 5 0 ．5 9 5．5

5 2 d 占．2 5 2 4 0 8 7 1 5 ．5 0 2 ，16 8 1．0 2 8 5 8 1 4 ，0 7 0 8 5 ‘5 2 1．5 5 6 ．0

M 4 5 4 1 2 ．6 5 2 5 4 7 5 ．5 5 ．7 5 5 ．99 4 1，5 9 5 5 8 8 ス28 2 7 5 7 7 1 1．7 4 ス9

1 5 9 8 2 1．9 1 2 2 5 8 2 ．0 8 ．8 2 1 0 0 8 乙4 8 2 8 0 1 1 1，8 0 2 7 1 1，1 7 5 1．8 5 8 ．8

0
6 2 8 7 1 8 ．4 4 2 1 1 8 5 ．5 8 ．2 5 5．0 4 1 1，5 5 5 4 8 0 8 ，8 7 2 5 4 5 （～5 2 ．d 8 1 5．°

1 9 1．7 8 19 5 5 2 ．7 1．5 7 7 5 9 2 8 9 8 0 1．4 8 2 8 4 5 5 2 1．18 8 ．0

計 2 8 5 65 ．5 1 2 2 2 7 5 ．4 2 7 7 5 2 0，0 0 0 ス8 5 5 2 ．8 5 9 5 5 ．1 8 0 7 0 7 8 9 1．8〕 8．1

マ

／レ

′ヽ

8 5 0 ．占1 2 0 5 d O ．占 2．2 5 8 5 9 8 5 1 2 4 8 1．8 85 2 8 d 5 8 1 0、5 2 0 ．2

7 5 0．d5 2 1 占 5 8 ．5 5．7 5 2 ，2 6 8 1，5 2 4 5 9 8 4 ．5 5 2 7 5 6 6 0 4 0 ，1 4 0 ．4

d 5 2 ス8 7 2 5 5 8 5 ．2 占．8 7 5，4 5 4 2 ．2 8 8 8 0 2 1 9 1 8 1 0 7 5 0 2 0 ．9 9 5．4

5 2 6 占．4 1 2 4 8 8 4 ．° 7 7 5 5 ．2 7 1 乙7 7 2 9 8 1 1 0．4 4 9 2 0 2 8 8 0 0 ．5 8 2 ．5

4 5 2 1 2 ．5 5 2 4 1 ‘5．2 7 1 2 5 ．4 4 ° 2，5 2 0 8 9 d 1 0．6 5 1 1 0 4 7 8 4 1．1 e 4 ．9

5 5 5 1 2 ．8 9 2 4 5 5 8 ．4 8 ．7 5 8 ．0 5 4 2 ．2 8 1 7 8 4 1 1，0 8 5 1 1 5 8 9 5 1．1 8 5 ．8

2 2 0 4 ．劃し 2 2 2 4 5 ．0 5．2 5 ・1，2 8 0 5 4 5 1 7 8 2 ，8 5 7 8 5 5 8 7 1．5 5 8 ．1

1 1 0 ．2 4 2 4 0 5 0 ．0 0．6 2 8 7 4 4 1 5 2 2 2 8 7 1 5 9 1．0 8 5 ．4

計 1 9 0 4 5 ．8 8 2 4 0 8 2 ．5 5 ス7 5 2 4 ．°7 7 1 2 ，5 8 5 4 ，5 0 2 4 見5 5 0 1 2 9 d 5 5 0．9 2 5．8

＊隣樹との交叉部分も含めた値
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5　果重と硬度は．・マルバ＞MMlOd＞M9の順でM9　　　果実と糖，酸の相関はみられなかった。

は小玉であった。果重が小さくなるにつれ果肉硬度値　　　4　果実収量は，1樹当たりをみると・第5表のと

（1b）は高くなる傾向であったが，マルバではより硬　　おりで，l川108＞マルバ＞M9であり・わい性樹M9

い傾向がみられた。　　　　　　　　　　　　　　　　は過着果と思われた。

第5表　ふじの台木別収量

下 命
調査本数

1　樹　 当　 た　　り　平　 均

収　量¢め 範　囲（R）標準偏差変動係数個　 数1黒革空1
台　木

7

7

7

M　9

MM10占

マルバ

10a換算収量
■・J・

2 7．8 4．4 ～ 5 2，9 1 エ5 d 5．5 1 1 4 2 4 1

5 1．4 1 1．d ～ 9 1．2 2 5．8 4 8．2 2 1 7 2 5 8

5 5．9 5 0．8～ 5 7 1 4．4 8．2 2 2 2 2 4 5

なお，このときの1果当たりの葉数比はM9が80枚，

MMlOdが70枚．マル′くが129枚となり，生葉1才が

生産した果実収量は，M9が鼠8才，MMlOdが8．1才，

マル′りま5．6才とわい性樹の生産効率の高いことを認

めた。

また108当たり換算収量は，第5蓑のとおり　MM

lOdが最も多いが，M9は10乳当たり87本植えとし

たものであり．100本楯（4椚×2．57乃）では2，780幅

とMM10°と同等の収量が期待できる。

4　む　　す　　び

わい性台リソゴで早期多収を図るための密植方法は，

今後様々な気象条件．土壌条件下で行れるものと思わ

1，849

2．828

（970）

れるが．本調査の供試樹となったM9台ふじは水平パ

ルメ・ソト4段仕立てで，しかも徒長しやすい土壌条件

下でのものであり，必ずしも期待した数値は得られな

かった。枝葉の茂りや．隣樹の交叉度合などから品質

のよい果実は少なかった。これらの整技法も土壌，気

象条件によって検討してみなければならない。

また，ふじについては．特にわい性台樹では着果し

やすく．未だ適正着果量は明らかにされていないが，

過着果に注意しなければ，7～8年生樹で成木並みの

収量は得られるものの，品質の低下を招きやすい。

なお今回の調査は供試樹も少なく，台木の種類も少

ない。M9，M26などのスピンドルプッシュ仕立につい

ても今後続けて調査を行う計画である。

降電害に　関す　る　実態調査

玉田　庭．相馬　俊彦＊
（＊青森県りんご試験場・＊＊青森県黒石農業改良普及所）

加藤考の各氏に心から謝意を表する。
1　ま　え　が　き

昭和48年‘月25日，青森県黒石市山形地区に約

15分間にわたり直径約1（Ⅵ前後の降電があり．リソゴ，

ナシ，ブドウ，野菜，水稲等の農作物が約210ヘクタ

ールの被害を受けた。このうちリソゴ園が約100ヘク

タールと被害がひどく，降葛の打撃により幼果及び枝

葉に裂圧傷が著しくみられた。降電後．直ちに関係機

関が集まり対策本部を設置し調査を行った。以下リン

ゴ園における降電害の実態調査結果について報告する。

なお，本調査に御協力をいただいた黒石市役所及び

佐々木種之．岡本和男．葛西久三，神山彰，盛喜元，

2　調　査　方　法

調査は，被害時調査として品種別果実及び葉の被害

状況，追跡調査としてデリシャス系，ふじ．国光の三

品種について被害の大きさ別にそれぞれ川個の果実

を選び8月から10月まで月1回，被害傷の拡大状況

を調査した。

なお．9月28日には二次伸長発生調査も行った。

収穫時調査は，被害果実の着色，最終的な被害状況，

小玉発生割合を調査しこれをもとに，樹上の総合的な

商品性の検討を行った。また．デリシャス系，陸奥，


